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落合申生徒指導部　き
./W,n,V,V,W,W,M/W,V,0,0,亀

lじ助防止取り組み週間を終えて
～ √いL;bぼ舶f_-芽さ虜.il)というメタを一夕ぼ暴虐だ:-･t;

本校は､ 9月24日からの1週間は『いじめ防止取り組み週間』として｢いじめを絶対
に許さない!｣ということについての啓発を行いました｡

特に行った取り組みは以下の通りです｡

L7･いじめに関する新村記事Gl誌3t鞄かせ
毎朝､朝読の時間に放送室から全校生徒に向けて､朝日新聞に連載された新聞記事の

読み聞かせを行いました｡内容は､ ｢いじめられている君へ｣ ｢いじめている君へ｣と言
ったメッセ-ジを芸能人等の著名人が述べたものでした｡
たとえば､最終日は演出家の宮本亜門さんの以下のメッセージを読みました｡

《いじ助てい尊者へ》　嫌だっ冨気持ち.かっこいい　演出家･雷串垂門恵h

放送室から記事を読み上げる
原紺先生
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部分と悪い部分とがいりまじっています｡様々な気持ちのバランスがうまくいっていないとき､人はひどいことを
してしまいます｡
小学校の5年か6年のときです｡雨の日に､ 5人の仲の良い友達と歩いていたら､大きな

真ん中にいました｡
一人が傘でつついたら､ひっくり返ってしまいました｡もう一人が足で軽くけってみると

た｡ ｢おもしろいな｣ 次の子は少し強くけった
々にカエルをけった

かをい
つ

君
じている君

たんで

をもって､そ
とてもかっこい

して､とても力のいることだけれ
静かに放送を聴く2年生　　は後悔してほしくないからです

②　部活単位菅参加した朝のあ8噌つ運動
本校では保護者の方がクラス単位で毎朝､正門で皆さんの登校を温かく迎えてくださっ

ています｡今回は､この朝のあいさつ運動に部活単位で参加しました｡数十人が正門前に
並び､この期間は元気のよい､落中らしい朝を迎えました｡

明るく気持ちのよいあいさつの中では､いじめはないと信じています｡

⑨　いび助77ンケ-卜の辛施
毎月行う｢いじめアンケート｣をこの時期に行いました.このアンケートに書かれた内

容は､担任をはじめ､本校の全教職員でチェックし､心配な内容については対応を考えま
す｡ バスケットボール部

④　いび助に関する教材を揖っ監道徳の搾井
毎週行う遺徳の授業の中でいじめに関する教材を活用し､各学年でいじめについて考えました｡

⑨r落合中学校生徒金　串和畢ピ-gむ｣鈎振乱&適も5
8月6日の平和集会で生徒会から｢平和アピール｣が提案されました｡約2ケ月たった今､この中に掲げられた10

箇条のアピールがどこまで一人ひとりが意識しているか､作文にしました｡

このように様々な､取り組みを行いました｡しかし､この『いじめ防止取り組み週間』は終わりましたが､集会で校長

先生が言われた『落合中学横棒いび助を許丑噂もu 』というメッセージは永遠に続くものです｡それはみんなの
願いであり′､決意です｡
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台風の接
つプリント
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の登校時の安全が心配されます｡昨日再配布した『非常災害時の登下校
ださ

☆午前6時:警報(暴風警報･大 警報･洪水警報)が出ている　-　自宅待機
(自宅を出る前に警報が出ている場合も自宅待機)

☆午前10時までに警報が解除　-　解除1時間後より授業予定(生徒の登校状況に合わせて授業開始)
★例) 8時に解除-9時より学校が始まります

☆午前10時:警報が出ている　-　臨時休校
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